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教皇フランシスコ 54 回目の一般謁見より

1. わたしたちは独りではありません。キリスト者は、独力で生きられる個人の集まりではありません。そう

ではありません。 

わたしたちキリスト者のアイデンティティーは帰属することです。わたしたちは教会の一員だからキリスト者

なのです。それは名字のようなものです。名前が「わたしはキリスト者です」なら、名字は「教会の一員」で

す。素晴らしいことに、神の名にも属する者であることが表れています。 

あの美しい「燃える柴」の話の中で、神はモーセの問いに応えて、ご自分の名を告げます（出エジプト 3・15

参照）。神は実に、ご自分のことを、父祖たちの神であると言われます。全能の神であると言われたので

はありません。違います。「私はアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である」と言われたのです。この

ように、神は、わたしたちに先立 つこの関わりに加わるよう呼びか

けておられます。神のご自分の 民との関わりはわたしたちに先

立つものです。その関わりはこの 時から始まりました。 

2. このことに関して、わたしたち の先を歩み、教会でわたしたちを

受け入れてくれた人々にまず、感 謝したいと思います。 

独力でキリスト者になる人は誰もいません。分かりますか。誰も独りでキリスト者になることはできません。

キリスト者は研究所で生まれるものではありません。キリスト者はいにしえから来た民の一員です。キリス

ト者は教会と呼ばれる民の一員です。そして、教会は洗礼とその後のカテケージスなどによって、人をキリ

スト者にします。しかし、自力でキリスト者になる人は誰一人いません。 

わたしたちが信じ、祈り、主を知り、みことばに耳を傾けることができるとしても、また、わたしたちがかたわ

らにおられる神を感じ、仲間の中におられる神に気づくとしても、それはわたしたちの前に信仰を生き、そ

れを伝えてくれた人々のおかげです。 

わたしたちは自分の両親や先祖から信仰を受け継ぎました。彼らはわたしたちに信仰を教えてくれました。

よく考えれば、今まで、どんなに多くの親しい人々がわたしたちの前を通って行ったかが分かります。それ

は、わたしたちのために洗礼を願ってくれた両親の顔かもしれません。また、十字の切り方や祈りの唱え

方を始めて教えてくれた祖父母や親戚の顔かもしれません。 

私はカテキズムを教えてくれたシスターの顔をいつも思い浮かべます。彼女は信心深いひとだったので、

きっと天国に居られると思います。私はいつも彼女を思い浮かべ、このシスターに会わせてくださったこと

を神に感謝します。 



私たちに信仰を伝え、キリスト者として成長させてくださった主任司祭、他の司祭、シスター、カテキスタの

顔が思い浮かぶでしょう。 

そうです。これが教会です。それは大きな家族です。わたしたちはそこに受け入れられ、信者として、主イ

エスの弟子として生きることを学ぶのです。 

3. わたしたちは、他の人々のおかげでこの道を歩めるようになりましたが、それだけではなく、彼らと一緒

に歩んでいます。 

「自分一人でやりなさい」ということばは教会にはありません。「スタンドプレイ」は存在しません。教皇ベネ

ディクト十六世は何度、教会に関して「わたしたち」ということばを使ったことでしょうか。 

「わたしは神とイエスを信じていますが、教会には興味がありません」と言っているのを聞いたことがある

かもしれません。こうした声を何度、聞いたことでしょう。これは誤りです。教会の交わりや執り成しがなくて

も、イエス・キリストと人格的で直接的で親密な関係を持てると信じている人もいます。それは、危険で有

害な誘惑です。 

偉大な教皇パウロ六世が述べたように、それは不条理な矛盾です。確かに、共に歩むことには苦労が伴

いますし、時には心身が疲れはててしまうこともあります。一人の人が問題

やもめごとを起こすかもしれません。しかし、主は人類に、あかし人であるわ

たしたちみんなに、ご自分の救いの知らせを託したのです。 

主がわたしたちに会いに来られ、ご自分のことに気付かせてくださるのは、た

まものも限界も持ち合わせた兄弟姉妹のただ中にほかなりません。これが、

教会の一員になるということです。このことを決して忘れないでください。 

キリスト者であることは、教会の一員であることを意味します。名前が「キリスト者」で名字が「教会の一員」

です。 

皆さん、教会の母であるおとめマリアの取り次ぎによって、主に恵みを願い求めましょう。 

他者がいなくても自分でできると考えたり、教会がなくても大丈夫だと考えたり、自分で自らを救えると考え

たり、自分が研究所で生まれたキリスト者だと考えたりする誘惑にとらわれたりしませんように。 

しかしながら、兄弟を愛さずに神を愛することはできません。教会から離れて神を愛することはできませ

ん。 

教会において神と交わらなければ、神と交わることはできません。一つの民、一つのからだとして主イエス

に従おうとする人々と共にいなければ、よいキリスト者にはなれません。これが教会です。 

（2014.6.27）     

カトリック中央協議会 フランシスコより抜粋 

キリスト者であることは、教会の一員であることを意味します。名前が「キリスト者」で名字が「教会の一員」



私のおすすめ本｢ヨシュア｣ 

古川世津子 

米国の小さな町、オーバーンの外れに移り住んできたもの静かで誠実な男、ヨシュア。 
その人柄で周囲の人々をたちまち魅了した彼は一流の腕をもった大工でもあり、ユダヤ教

教会のために彫ったモーゼ像で人々を感嘆させる。 
だが、宗派を問わぬ行動と、“人は真の意味で自由になるべきだ”という発言の影響力の大

きさに各派の宗教指導者達が猜疑心を募らせて・・・という本帯で紹介されている｢ヨシュ

ア｣ 
著者はジョーゼフ・F・ガーゾーン。 
1930 年、ニューヨーク州アルバニー生まれ。カルメル修道会に入り、司祭となり、監獄内

対立や公立学校の校内暴力など、頻発した危機的な社会問題の調停者として活躍。 
1980 年、医者の勧めに従い引退。以後、著作活動を

開始された方です。 
私はこの本に出会い、いろいろな事を考えさせられ

ました。 
もし今、ヨシュアが現れたら、私は素直に｢イエズス

様｣と気づけるだろうか。イエズス様は私に何を語っ

てくれるのだろうか。ヨシュアに出会いたい。この

思いが一杯になって読み終えました。 
又、この本は今の宗教の姿、神が意図しておられる

宗教の姿・・・。 
宗教指導者達から教えられるままを盲目的に信じる

ことが信仰であるかのように指導されてきてしまっ

たら人間の成長は止まってしまいます。 
聖さとは、絶えず深く神を知り、神が私達一人ひと

りに期待しておられることを知ることなのです。 
などと語っています。 
私たちが信じている神様は生きておられる神様です。このことを聖霊によって膚で感じる

ようになりたいです。神様と一緒にいると感じられたら、どんなに素晴らしいでしょうか。 
鈍い私は正直、神様は遠い遠い所です。 
でも、ヨシュアを読んで、ひょっとしてイエズス様は近くにおられるかも？という気持ち

にもなりました。 
物語の最期は、私たちの祖先がイエズス様を十字架に付けたような淋しさ、悲しさになる

内容です。 
まだ読まれていない方は是非｢ヨシュア｣を読んでみてください。 
いつでもお貸しします。 
私のおすすめ本でした。 

対立や公立学校の校内暴力など、頻発した危機的な社会問題の調停者として活躍。



短冊に願いを込めて 
  
 
 

 
七夕日和とでも言いましょうか、7 月 7 日は、快晴に恵まれ、 

子ども達の笑顔と風になびく短冊までも、嬉しそうな夕暮れの 
ひとときでした。 
 
 はじめての取り組みで、お菓子は、集まるだろうか？子ども 
達が来てくれるだろうか？と、気をもみながら準備を進めてき 
ましたが、結果、予想を上回り、百人を超える子どもたちが来 
てくれました。 
 準備した短冊６０枚は、子ども達の『ねがいごと』で３０分ほどでなくなり、急いで追加した短

冊もすぐ、無くなり再追加しました。 
『ねがいごと』も様々で、微笑ましい光景がみられました。幼児のかわいいもの、文字にならな

いもの、小学生の学習、スポーツや習いごとの上達を願うものから、切実なもの、ユニークなもの

まで、その多様さに子どもの純真さが見えました。 
子ども達の願いと希望を乗せた短冊が５本の笹竹に高く、高く昇り風になびく様は、とても、美

しく見えました。 
 そして、私達の心に残ったのは、教会に入った子が、「聖堂が懐かしい」「聖堂に入ると、ふわっ

とする」「幼稚園の時と同じ臭いがする。」「願いが叶ったら、連絡します」と、初めてなのに、子

どもとの心の距離が近くなったような、教会に関心をもってくれたような、嬉しい感覚が残りまし

た。後片付けが終わって、みなさんで「やって、よかったね。」と、来年に向けての意欲がわき出

て、時を忘れて語り続けました。 
お菓子のご協力に、お手伝いくださった皆様に感謝を込めて、ありがとうございました。 

 
 七夕は、日本の伝統行事として定着しているものですが、教会もまた、子どもの希望、願いを叶

えてくれる神様のいるところと、思える場になったらいいなぁ、子どもの思い出作りになれたらい

いなぁ、という思いでいっぱいです。                  （小塚 記） 

私たちの願いを叶えてくださった神様に感謝 

                                                                             

編集後記 
古川世津子さんが「ヨシュア」の原稿を寄せて下さいました。ありがとうございます。七夕の楽

しい様子が伝わりましたでしょうか。この種まきが来年もより、大きな実りとなりますように。 


